
。

六
年一
月

日
発
行

第30号 2 0 1 6 

戦後短歌のアポリア
一一3・11以後の短歌の状況について ......… 大 辻 隆 弘

「節度ある感情(メトリオパテイア) Jをめぐる考察(1)
一一聞いの発端と概念の由来 ....一…・・…… ・ 田 中 龍 山

なぜカントは、 図式としての空間論を取り除いたのか?

一一 『純粋理性批判』における認識の十分条件としての
超越論的時間規定 ... 一…・・........ … 信 田 尚 久

中世末期の自然哲学にみる時間表示の起源
一一ニコル・オレームの運動学とスカラー表示としての t の発生

藤 本 忠
* 

《最終講義》

宗教としての仏教
一一私が宗教学で学んだこと ……・・ ・・・ ・・ 高 田 信 良

龍 谷 哲
正己4.'弓子
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龍

谷

哲

学

会

規

約

一、
本
会
は
龍
谷
哲
学
会
と
称
す
る。

二、
本
会
は
哲
学
の
研
究
と
教
育
の
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る。

三、
本
会
は
右の
目
的
達
成
の
た
め
に
次
の
事
業
を
行
う。

付
講
演
会
な
ら
び
に
研
究
会
を
開
く。

付
会
誌
『
龍
谷
哲
学
論
集』
を
発
行
す
る。

同
そ
の
他、
会
員
の
親
睦
交
流
の
た
め
の
行
事
を
行
う。

四、
本
会
は
龍
谷
大
学
文
学
部
哲
学
科
哲
学
専
攻
の
学
部
学
生、
大
学
院

生、
研
究
生、
兼
任
講
師、
お
よ
び
科
目
担
当
の
専
任
教
員
を
正
会

員
と
す
る。
そ
れ
以
外
の
者
が
入
会
す
る
場
合
は、
委
員
会
の
審
査

承
認
を
経
て一
般
会
員
と
し
て
処
遇
す
る。

五、
本
会
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く。

委
員
は
龍
谷
大
学
文
学
部
哲
学
専
攻
の
専
任
教
員
お
よ
び
委
員
会
の

推
薦
し
た
者
に
委
嘱
す
る。

六、
会
費
は
年
会
費
を
前
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
年
会
費
は
教
員
五

千
円、
大
学
院
博
士
課
程
生
四
千
円、
同
修
士
課
程
生
三
千
円、
学

部
学
生
千
円、
研
究
生・
兼
任
講
師・
一
般
会
員二
千
円
と
す
る。

七、
正
会
員、
一
般
会
員
と
も
に
会
誌
の
配
布
を
受
け、
本
会
主
催の
各

種
行
事
に
出
席
し、
発
言
す
る
権
利
を
有
す
る。

八、
本
会
は
事
務
所
を
哲
学
合
同
研
究
室
内
に
お
く。

九、
本
規
約
の
改
正
は
委
員
会
の
決
議
に
よ
る。

十、
以
下
の
条
項
は、
一
般
会
員、
兼
任
講
師
な
ど
に
も
適
用
す
る。
三

年
連
続
で
会
費
未
納
の
場
合
は、
督
促
状
を
発
行
し、
さ
ら
に
そ
の

後、
半
年
経
過
す
る
も、
未
納
の
場
合
は
除
籍
と
す
る。

本
規
約
は
二
O一
O
年
四
月一
日
を
もっ
て
施
行
す
る。

龍

谷

哲

学

会

委

員

伊魚高竹田谷問藤丸

藤住田内中本村本山

多目洋信綱龍光f、.
ムa、徳

武良史山男江忠次



一

掲
載
論
文
等の
著
作権は
執
筆者に
帰
属
す
る

が、
本
学
及
び
国
立
情
報
学
研
究
所
等
が
論
文
等

を
電
子
化
に
よ
り
公
開
す
る
も
の
に
つ
い
て
は、

複製
権
及
び
公
衆
送
信
権の
行
使
を
龍
谷

哲営会

に
委
託
す
る
も
の
と
す
る。
た
だ
し、
電
子
化
に

よ
る
公
開は

執筆者の
許
諾
を
得た
う
え
で
行
う

も
の
と
す
る。

各
年度の
九
月
末
日
ま
で
に
完
成
原
稿
と
し
て

委
員
会
に
提
出
す
る
こ
と。

枚
数は
四
O
O
字詰
原
稿
用
紙五
十

枚相当
を

標
準
と
す
る。

興会

哲学会
委
員
会
の
審
査
に
よ
り
掲
載
論
文

を
決
定
す
る。

投
稿
資
格は、
本
学
大
学
院
博
士
課
程
哲
学
専

攻
在
籍
者、
向
修
了
者、
本
学
哲
学
専
攻
専
任
教

員、
ま
た
は
委
員
会
の
推
薦
し
た
者。

本
誌
は、
西
洋
哲
学、
倫
理
学、
宗
教
哲
学
に

関
す
る
研
究
論
文
を
発
表
す
る。

「
龍
谷
哲
学
論
集」

投
稿
規
定

龍

谷

哲

学

会

京

都

市

下

京

区

七

条

大

宮

哲

学

合

同

研

究

室

宇

六

0

0

λ

二

六

八

)

電

話

京

都

O

七

五

s

三

四

三

ム

ニ

=

一

一

一

内

線

五

三

O

一

ム一品

血口

一、
会
費
は
郵
便
振
替
口
座
O一
Oニ
Oム
子

八
五
七一
番
龍
谷
哲
学
会
宛
に
お
振
込
下

さ
い。

一、
「
龍
谷
哲
学
論
集」
の
編
集
に
関
す
る
通
信・

寄
贈
図
書・
寄
贈
雑
誌等は
本会
宛
に
お
送
り

下
さ
い。

一、
「
龍
谷
哲
学』
の
編
集
に
関
す
る
通
信
は
本
会

気
付「
龍
谷
哲
学」
編
集
委
員
会
宛
に
お
送
り

下
さ
い。 執

筆
者
紹
介

大
辻
隆
弘

歌
人・
一
九
八
五
年
本
学
修
士
課
程
修
了

田
中
龍
山
本
学
文
学
部
准
教
授

信
田
尚
久
本
学
非
常
勤
講
師・

神
戸
大
学
人
文
学
研
究
科
研
究
員

藤
本
忠
本
学
文
学
部
准
教
授

高
田
信
良
本
学
文
学
部
教
授

発
行
者

印

刷

龍

谷

哲

学

会

代

表

丸
山
徳
次

社会
福祉法人
京
都
梅
花
園

城

陽

市

市

辺

石

原

一

ノ

-

一

電

話

O

七

七

四

五

一

一

一
J

一

六

・

一

龍
谷
哲
学
論
集

第
三
O
号

二
O

二ハ
年
一

月
三
一

日
印
刷

二
O
一
六
年
一

月
三
一

日
発
行

編
集
者

龍
谷
哲
学
会
委
員
会

編
集
代
表

田
中
龍
山

編
集
後
記

わ
た
し
た
ち
が
生
き
て
い
く
な
か、
多
く
の
別
れ

が
あ
り
ま
す。
本
年
度、
小
林
道
夫
先
生
が
六
月二

日
に
他
界
さ
れ
ま
し
た。
こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
け
る、
そ
う
思い
込
ん
で
い

た
わ
た
し
た
ち
は
途
方
に
暮
れ
る
ば
か
り
で
し
た。

い
ま
は
た
だ、
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
ば
か

り
で
す。

ま
た、
新
た
な
道へ
と
歩
ま
れ
る
別
れ
も
あ
り
ま

す。
替
学
教
室
か
ら
本
年
度
を
もっ
て
高
田
信
良
先

生
と
谷
本
光
男
先
生
が
ご
退
職
さ
れ
ま
す。
こ
れ
ま

で
の
学
恩
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に、
こ
れ
か

ら
余
暇
を、
お
そ
ら
く
知
を
愛
し
求
め
る
こ
と
に
費

や
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
両
先
生
方
の、
御
多
幸
を
心
よ

り
祈
念
い
た
し
ま
す。
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